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○電気設備における技術動向と保守高度化手法                  /広 島工業大学 西村和則

○ナノギャップ電極を用いたガスセンサ                     /東 京工業大学 真島 豊

○無線センサとドローンを融合した大気汚染物質の遠隔センシング法の確立
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■シリーズ :パイオクリーンルーム関連製品
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○バイオ分野におけるクリーンブース

○クリーンブースの概要と特徴
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■粒子計測によるウィズコ回ナ時代の社会貢献

/慶應義塾大学 奥田知明……………………………………………… 1
新型コロナウイルスは、ウイルスそのものの粒子サイズとしては100

nm程度であることから、その空間中の意力態や挙動の把握には粉体 ナ
ノ粒子の計測・分析技術が適用できる。筆者は気中に分散した粒子 (エ

アロブル)の補集・計測・分析技術を活かして、粒子状物質と新型コ
ロナウイルスの体内侵天経路の関わりや、空間の換気状態の測定、ス

ポーツの試合会場といった大規模イベントにおけるリスク低減のため

のマスク開発と性能評価、等を行ってきた。本稿では、これらの事例

に加え、それぞれが異なる専門性を持つ研究者の有志チームによる社

会貢献の在り方の一例を紹介する。

■オゾンの性質とその効果

/アースウォーカー トレーディング 冨川著生 ………………………・5
オブンの性質とその使われ方を踏まえ、各種感染症やウイルスに対

する効果事例を挙げる。本稿では、低濃度/高濃度切り替えの機能を有

し有人環境でも使用できるオブン発生器オゾンクルーラーを紹介する。

■深紫外線を活用した除薗製品とその管理

/アイ・ア…ル・システム 柴田 悠 ………………………………… 9
本稿では、深紫外線を活用した除菌装置や家電等における照射量の

設定・管理について、管理対象の除菌装置、管理ツールの紫外線照度計、

それぞれ実際の製品を例に挙げながら留意点やメリットなどを紹介す

る。

■安全性の高いウイルス抑制、除菌に関する取り組み

/ウエキコーポレーション 簾 亘翔 ……………………………… 12
ウイルスの除菌や抑制対策は感染拡大を防止するために重要である。

また、人体への安全性も考慮しなければならない。本稿では、人体に

影響を及ばさない波長の紫外線を使用した紫外線除菌装置と食品添加

物から作成された人やペットが触れても安全な次亜塩素酸水について

紹介する。

■オゾン水生成器

/ウ ォーターエージエンシー 大山峰志 ……………………………・16
オブン水って何、どんな作用があるの、安全性は、何に使われてい

るの、について答える。         =

■紫外線照射装置

/エアロシールド 木原寿彦……………… …20
室内空間に紫外線を照射することで空間除菌する製品で、全国に多

数の導入実績がある。本稿では、製品の安全性と効果を両立するため

の方法、実空間における除菌効果に加えコロナ禍における導入事例の

傾向について紹介する。

■オゾンガスで室内を除菌、紫外線で空気を浄化換気

/セ ン特殊光源 菊池 清…………………………………………… 24
オゾンや紫外線は有害な病原菌を不活化する効果が高いのに、他の

殺菌剤に比べ安全で扱い易い。新型コロナ禍に24時間途切れず働くよ

うに設計された機種。

■各種防虫装置における防虫効果

/日本エアーテック 椎名 翔 …………Ⅲ ・…………32

2050年のカーボンニュートラル実現 tξ向けた取 り組みがグローバル

に加速 している。車載用リチウムイオンニ次電池と電気自動車は、モ

ビリテイの電動化だけではなく、VPPな ど社会インフラとしての活用
も検討され始めた。本稿では、リチウムイオンニ次電池の技術進化と

将来展望を紹介する。

2020年 6月 1日 よりHACCPの 義務化に伴い、防虫装置の需要が増加
している。当社では防虫対策の一つとして防虫用エアーカーテンを推

奨している。本報では、防虫用エアーカーテン装置の防虫性能につい

て最新のデータを用い紹介する。

■空気清浄機の浮遊ウイルス除去性能評価試験法

/ダイキンエ業 岡本誉士夫………
空気感染 (空気中に拡散 浮遊している飛沫核による感染)対策の
一環として空気清浄機が注目されている。本稿では、家庭用空気清浄

機のフアージを用いた浮遊ウイルスに対する除去性能試験評価法の概

要について紹介する。

■空気清浄機による感染症対策

/日本エアーテック 真家未妃 ………………………………………・42
HEPAフ イルタ付き空気清浄機は、感染症対策として多くの医療機
関で使用されている。本稿では、診察室を想定した感染リスクに対し、

プッシュプル気流による低減効果ついて紹介する。

■iPS細胞を用いた創薬

/京都大学 坂野晴彦・他…………………………………………… 4フ
iPS細胞は、神経細胞の変性 ,神経細胞死が生じる神経変性疾患の

創薬研究に革新をもたらしつつある。本稿では、iPS細胞を用いた薬剤

スクリーニングと薬効に基づく患者層別化について紹介する。

■電気設備における技術動向と保守高度化手法

/広島工業大学 西村和則・i・ ………… 53

近年、ビルや工場等における電力需要設備は電力化率の向上や重要

負荷設備の導入によって信頼度の高い運用が要求されており、高品質

の保全が必須となってきている。本稿では、最新の保全動向を述べ、

AIや IoTの新技術を適用することによって、革新的でかつ精度の高い

保全技術を紹介する。

■ナノギャップ電極を用いたガスセンサ

/東京工業大学 真島 豊 58

抵抗変化型ガスセンサの電極間隔 (ギヤップ長)に注目し、20 nm
のナノギャップ電極とすることで、従来のガスセンサと比較して約300

倍高速化したガスセンサを開発することに成功した。

■無線センサとドローンを融合した

大気汚染物質の遠隔センシング法の確立

/秋田県立大学 木口 倫・他……………………………………… 60
本稿では、大気中のPM25の遠隔センシングシステムの開発とフイー

ルド実験例を紹介する。本システムは、無線型センサ搭載ドローンによ

る遠隔観測と同時に、PM25の 濃度を高時間分解能で追跡可能である。

■パイオ分野におけるクリーンブース

/日本エアーテック 塚原俊郎・・…………… …・65
クリーンブースは、電子、医療、食品等多くの分野において製造工

程の清浄化を目的として使用されている。特に、本稿では、医薬品、

食料品を製造するバイオ分野で使用されるクリーンブースの特徴につ

いて納入事,lを 用いて紹介する。

■クリーンブースの概要と特徴

/三宝電機 岩倉博美………………………………………………… 69
本稿では、クリーンブースについて構造、清浄度規格、評価方法お

よび当社における清浄度設計手法、さらに防爆クリーンブースについて

述べ、クリーンブースによる局所クリーン化の概要と特徴を紹介する。

……・ 3フ

■車載用大型リチウムイオンニ次電池の技術進化と

将来展望

/エ ンビジヨン AESCジャパン 明石寛之 ・……・ 27
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